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１ １１１
本

県
の

人
口
減

少
の

特
徴

本
県

の
人

口
減

少
の

特
徴

本
県

の
人

口
減

少
の

特
徴

本
県

の
人

口
減

少
の

特
徴

四
国
の

人
口
の
推
移
も
本
県
と
同
様
で
あ
る
が
、
香
川
県
が
他
県
に
比
べ
昭
和

45
年
以
降
の
増
加
率
が
高
く
、
ま
た
昭
和

60
年
以
降
の
減

少
率
は
緩

や
か
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
要
因
と
し
て
は
、
国
の
出
先
機
関
の
集
約
化
や
鉄
道
・
電
力
・
ガ
ス
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
を
中
心
に
、

企
業
が
政

府
主
導
で
統
廃
合
さ
れ
た
こ
と
、
本
州
と
の
ア
ク
セ
ス
や
大
都
市
圏
か
ら
近
い
こ
と
な
ど
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

四
国

の
特

徴
と

推
測

四
国

の
特

徴
と

推
測

四
国

の
特

徴
と

推
測

四
国

の
特

徴
と

推
測

本
県
の
人
口
は
、
昭
和
3
0
年
ま
で

増
加
が
続
い
た
後
、
一
旦
減
少
に
転
じ
た
が
、
第
２
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
到
来
に
よ
り

、
昭
和
4
5
年
か
ら

再
び
増
加
に
転
じ
、
昭
和
6
0
年
ま
で

増
加
を
続
け
た
も
の
の
、
そ
の
後
は
減
少
が
続
い
て
い
る

。

総
人
口
及
び
人
口
の
増
減
率
の
推
移
（
昭
和

20
年
～
平

成
2
5
年

）

資
料
：
Ｈ
2
5
ま
で
は
総
務
省
「
国
勢
調
査
」
（た
だ
し
、
Ｓ
2
0
は
人
口
調
査
（1
1
/1
現
在
）に
よ
る
人
口
）、
Ｈ
2
3
～
2
5
は
総
務
省
「人
口
推
計
」
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合

計
特

殊
出

生
率

上
位

県
と

の
比
較

合
計

特
殊

出
生
率

上
位

県
と

の
比
較

合
計

特
殊

出
生
率

上
位

県
と

の
比
較

合
計

特
殊

出
生
率

上
位

県
と

の
比
較

本
県
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
、
昭
和

49
年
(
1
9
7
4
年
)
に
人
口
維

持
に
必
要
と
言
わ
れ
る
2
.
0
8
を
下
回
っ
て
以
降
、

昭
和
5
0
年
代
後

半
に
若
干
の
持
ち
直
し
が
見
ら
れ
た

ほ
か
は
、
概
ね

低
下
傾
向
を

辿
り
、
平
成
1
6
年
(2
0
0
4
年
)
に
は

1
.
3
3に

ま
で
低

下
し
た
が
、
そ

の
後
は
回
復
基
調
に
あ
り
、
直
近
の
平
成
2
5
年
(
2
0
1
3
年
)
で
は
、

1
.
5
2
(
1
8
位
)
と
全
国
平
均
1
.
4
3
を
上
回
っ
て
い
る
。

直
近
1
0
年
の
合
計
特
殊
出
生
率
の
上
位
1
0
県
に
大
き
な
変
動
は
な
い
。
福
岡
を
除
く
九
州
地
方
の
県
が
多
く
が
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て
お
り
、

他
は
山
陰
地
方
と
福
井
・
香
川
県
が
健
闘
し
て
い
る
。
愛
媛
は
依
然
低
い
も
の
の
、
全
国
順
位
で
は
改
善
傾
向
に
あ
る
。

合
計

特
殊

出
生

率
の
推
移

特 特特特
徴 徴徴徴

資
料
：
厚
生
労
働
省
「
人
口
動
態
統
計
」
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値
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位
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値
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第
二
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム

に
生
ま
れ
た
子
世
代
の

出
産
に
よ
り
上
昇

2



２ ２２２
自

然
減

自
然

減
自

然
減

自
然

減
(
2
)
 

(
2
)
 

(
2
)
 

(
2
)
 
原

因
と

課
題

の
分

析
原

因
と

課
題

の
分

析
原

因
と

課
題

の
分

析
原

因
と

課
題

の
分

析
～

上
位

県
と

の
比

較
か

ら
検
討

～
～

上
位

県
と

の
比

較
か

ら
検
討

～
～

上
位

県
と

の
比

較
か

ら
検
討

～
～

上
位

県
と

の
比

較
か

ら
検
討

～

3
0
.
2
6
歳

3
0
.
5
1
歳

2
9
.
6
1
歳

3
0
.
5
1
歳

2
9
.
6
1
歳

8
位

1
2
位

3
位

1
2
位

3
位

2
9
.
0
9
歳

2
9
.
1
5
歳

2
8
.
8
2
歳

2
9
.
1
5
歳

2
8
.
8
2
歳

1
0
位

1
3
位

2
位

1
3
位

2
位

1
8
.
7
2
%

1
7
.
0
7
%

1
8
.
3
4
%

1
7
.
0
7
%

1
8
.
3
4
%

2
0
位

8
位

1
7
位

8
位

1
7
位

1
0
.
6
9
%

8
.
1
5
%

9
.
8
0
%

8
.
1
5
%

9
.
8
0
%

3
6
位

1
3
位

3
2
位

1
3
位

3
2
位

2
9
.
3
歳

2
9
.
8
歳

2
9
.
8
歳

2
9
.
4
歳

2
9
.
3
歳

3
位

1
5
位

1
5
位

7
位

3
位

7
3
.
0
%

7
3
.
4
%

7
2
.
9
%

7
1
.
1
%

7
1
.
5
%

1
9
位

1
4
位

2
1
位

3
5
位

3
3
位

4
2
.
8
%

4
5
.
6
%

4
6
.
6
%

4
6
.
7
%

4
3
.
6
%

2
3
位

1
5
位

1
0
位

9
位

2
0
位

5
9
.
2
%

5
6
.
0
%

4
7
.
1
%

5
5
.
9
%

6
2
.
7
%

2
9
位

1
7
位

2
位

1
6
位

4
1
位

7
4
.
7
%

1
1
9
.
2
%

9
6
.
4
%

1
0
0
.
3
%

9
1
.
1
%

4
3
位

1
1
位

3
2
位

2
8
位

3
5
位

5
5
.
0
%

6
2
.
3
%

7
4
.
8
%

6
5
.
9
%

6
6
.
9
%

2
7
位

1
6
位

1
位

1
1
位

8
位

出
典

国
立

社
会

保
障

・
人

口
問

題
研

究
所

厚
生

労
働

省
「

人
口

動
態

統
計

」

総
務

省
「

就
業

構
造

基
本

調
査

」

熊
本

県

3
0
.
4
歳

3
1
.
1
8
歳

2
9
.
6
9
歳

2
0
.
1
4
%

島
根

県

結
婚

愛
媛
県

宮
崎

県
香

川
県

全
　
国

1
0
.
6
1
%

出
産

男 女
初

婚
年

齢
（

H
2
2
）

男 女
生

涯
未

婚
率

（
H
2
2
）

第
一

子
出

産
年

齢
（

H
2
5
）

経
済

家
庭

環
境

保
育

環
境

6
0
.
2
%

核
家
族
世
帯
(H
2
5
)

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
設
置
率

子
育

て

男

2
5
～

4
4
歳

の
育

児
中

の
女

性
の

有
業

率
(
H
2
4
)女

正
規

雇
用

率
(
H
2
4
)

総
務

省
「

就
業

構
造

基
本

調
査

」
に

よ
り

算
出

5
2
.
4
%

1
0
6
.
0
%

7
1
.
4
%

4
1
.
1
%

厚
生

労
働

省
「

国
民

生
活

基
礎

調
査

」
全
国

学
童

保
育

連
絡
協

議
会

「
学

童
保

育
の

実
施

状
況

調
査
」

比
較
可

能
な
各
種
統
計
デ
ー
タ
と
合
計
特
殊
出
生
率
と
の
関
係
を
見
る
と
、
上
位
県
で
は
子
育
て
中
の
女
性
有
業
率
が
高
い
。

ま
た
、

島
根
県
・
熊
本
県
で
は
女
性
の
正
規
雇
用
率
も
高
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

女
性
が
働
き
な
が
ら
子
育
て
を
で
き
る
環
境
を
つ
く
っ
て

女
性
が
働
き
な
が
ら
子
育
て
を
で
き
る
環
境
を
つ
く
っ
て

女
性
が
働
き
な
が
ら
子
育
て
を
で
き
る
環
境
を
つ
く
っ
て

女
性
が
働
き
な
が
ら
子
育
て
を
で
き
る
環
境
を
つ
く
っ
て

い
く
こ
と

が
合
計
特
殊
出
生
率
向
上
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か

い
く
こ
と

が
合
計
特
殊
出
生
率
向
上
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か

い
く
こ
と

が
合
計
特
殊
出
生
率
向
上
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か

い
く
こ
と

が
合
計
特
殊
出
生
率
向
上
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か

と
期
待
さ
れ
る
。

考 考考考
察 察察察

3
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5
,4

38
4
,1
81

5
,3
73

4
,1
46

5
,1

60
4
,0

94
5
,1

45
3
,7

49

-
6,

83
8-
5,

61
4

-
6,
60

4
-
5,
53

0
-
6,

74
4-
5,

45
5

-
6,

80
5
-
5,

51
0

-
1,

40
0
-
1,
43

3
-
1,
23

1
-
1,
38

4
-
1,

58
4
-
1,

36
1

-
1,

66
0
-
1,

76
1

-
2,

83
3

-
2,

61
5

-
2,

94
5

-
3,

42
1

-1
0,

00
0

-8
,0

00

-6
,0

00

-4
,0

00

-2
,0

000

2,
00
0

4,
00
0

6,
00
0

男
女

男
女

男
女

男
女

2
0
1
0

2
0
1
1

2
0
1
2

2
0
1
3

(人
)

転
入

転
出

転
出
(
超
過
分
)

本
県
は
、
一
貫
し
て
転
出
超
過
と
な
っ
て
お
り
、
昭
和

3
0年

代
に
は
２
万
人
以
上
が
転
出
し
て
い
た
が
、
こ
こ
1
0
年
間
は
平
均
３
千

人
程
度
の
超
過
で
推
移
。

３ ３３３
社

会
減

社
会

減
社

会
減

社
会

減
(
1
)
 

(
1
)
 

(
1
)
 

(
1
)
 
転

出
の

状
況

転
出

の
状

況
転

出
の

状
況

転
出

の
状

況
①

年
代

別
・

性
別

①
年

代
別

・
性

別
①

年
代

別
・

性
別

①
年

代
別

・
性

別

-
23
,0

01

-
17

,0
56

-
13

,0
55

-
2,
58

1
-
3,

16
6

-
4,

08
4

-
4,

51
6

-
1,

34
3

-
2,

75
8

-
3,

20
6

-
2,

59
6

-
1,

92
6

-
2,

50
6

-
3,

14
8

-4
0,
00
0

-3
0,
00
0

-2
0,
00
0

-1
0,
00
00

10
,0
00

20
,0
00

30
,0
00

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

1
9
6
0
年

1
9
6
5
年

1
9
7
0
年

1
9
7
5
年

1
9
8
0
年

1
9
8
5
年

1
9
9
0
年

1
9
9
5
年

2
0
0
0
年

2
0
0
5
年

2
0
1
0
年

2
0
1
1
年

2
0
1
2
年

2
0
1
3

年

(人
)

転
入

転
出

転
出

(超
過

分
)

転
入

－
転

出
(男

女
計

)

1
5
～
3
4
歳
ま
で
の
転
出
入
は
男
女
と
も
に
全
世
代
の
半

分
以
上
を
占
め
て
お
り
、
若
年
者
の
移
動
が
多
い
こ
と

が
う
か
が
え
る
。

ま
た
、
転
出
入
差
引
後
も
、
若
年
者
の
方
が
全
世
代
合

計
よ
り
転
出
者
の
方
が
多
く
、
若
年
者
の
転
出
超
過
が

人
口
減
少
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
。

男
性
の
方
が
移
動
の
規
模
は
大
き
い
が
、
若
年
者
で
は

差
引
後
は
女
性
の
方
が
転
出
超
過
傾
向
。

社
会
増
減
（
全
世
代
）

社
会
増
減
（
全
世
代
）

社
会
増
減
（
全
世
代
）

社
会
増
減
（
全
世
代
）

1
5
～ ～～～
3
4
歳
で
抽
出

歳
で
抽
出

歳
で
抽
出

歳
で
抽
出

転
入
―
転
出

（
男
女
）

資
料
：
総
務
省
「
住
民
基
本
台
帳
人
口
移
動
報
告
」
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３ ３３３
社

会
減

社
会

減
社

会
減

社
会

減
(
1
)
 

(
1
)
 

(
1
)
 

(
1
)
 
転

出
の

状
況

転
出

の
状

況
転

出
の

状
況

転
出

の
状

況
②

地
域

別
②

地
域

別
②

地
域

別
②

地
域

別
( (((
Ｈ ＨＨＨ

2
3

2
32
3

2
3
～ ～～～

2
5

2
52
5

2
5
平

均
平

均
平

均
平

均
) )))

本
県
か
ら
の
主
な
転
出
先
は
東
京
都
・
大
阪
府
と
い
っ
た
大
都
市
圏
の
ほ

か
、
香
川
県
へ
も
多
数
転
出
し
て
い
る
。
こ
れ
は
本
県
の
み
な
ら
ず
、
徳
島

県
・
高
知
県
も
同
様
の
傾
向
に
あ
る
。

東
京
や

大
阪
と
い
っ
た
大
都
市
圏
に
関
し
て
は
、
進
学
・
就
職
に
よ
る
転
出
が
要
因
と
推
測
さ
れ
る
。

香
川
県

へ
の
転
出
が
多
い
要
因
と
し
て
は
、
国
の
出
先
機
関
や
大
企
業
の
四
国
支
社
・
支
店
が
集
ま
っ
て
い
る
ほ
か
、
大
都
市
圏
に
近

く
、
県
土

の
殆
ど
が
平
野
で
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
ま
っ
て
お
り
、
過
ご
し
や
す
い
こ
と
な
ど
が
推
測
さ
れ
る
。

要
因

分
析

要
因

分
析

要
因

分
析

要
因

分
析

1
2
2
人

2
6
2
人

2
2
4
人

1
1
5
人

1
6
人

（
特
色
）

・
国
の
出
先
機
関
の
殆
ど
、
全
国
規
模
で
展
開
し
て
い
る

企
業
の
四
国
支
社
や
支
店
が
存
在

・
平
地
が
多
く
、
面
積
が
小
さ
い
た
め
、
県
全
体
が
コ
ン

パ
ク
ト
に
ま
と
ま
っ
て
い
る
。

・
本
州
と
の
ア
ク
セ
ス
（
瀬
戸
大
橋
と

JR
)
が
良
く
、
岡
山

県
も
通
勤
圏

-
3
02

東
京
都

徳
島

県

-
5
54

大
阪
府

愛
媛

県
東

京
都

高
知

県

-
2
97

香
川
県

-
2
24

香
川

県

　
転

出
先
Ｔ

Ｏ
Ｐ

５
（
Ｈ

2
3
～

2
5平

均
）

※
転
入

者
数

－
転
出

者
数

　
　
　

　
　

　
　
（

人
）

1
位

2
位

3
位

5位

-
21
5

-2
0
0

香
川

県
-
50
6

-3
4
7

香
川
県

東
京

都
-
26
2

-2
3
7

大
阪
府

大
阪
府

兵
庫

県
-
24
5

-1
8
4

大
阪
府

兵
庫

県

京
都

府
-
1
2
0

東
京

都
-
1
9
8

4
位

兵
庫

県
-
2
9
1

兵
庫

県
-
2
3
1

岡
山

県
-
2
2
3

愛
知

県

愛
媛
へ

の
転
出

1
4
位

―

-
1
2
5

愛
知

県
-
1
0
8

岡
山

県
-
1
5
8

1
6
人

4
7
位

-
3
4
7
人

7
位

1
1
5
人

資
料
：
総
務
省
「
住
民
基
本
台
帳
人
口
移
動
報
告
」

高
知

県

-
3
4
7

-
2
6
2

-
1
6

-
1
1
5

-
12
2

-
2
2
4

四
国
内

で
の

移
動

状
況

（
Ｈ
2
3
～

2
5
平
均

）
（

人
）

+1
6

愛
媛

県

徳
島

県

香
川

県

愛
媛

県
徳

島
県

香
川

県
高

知
県

+
3
4
7

+
26
2

+
2
2
4

+
1
2
2

+
1
1
5

6



資
料
：
文
部
科
学
省
「
学
校
基
本
調
査
」

県
内
の
高
校
卒
業
者
の
進
路
の
状
況
（
平
成
2
1
年
度
～
平
成
2
5
年
度
）

3
8
5

1
0
8

4
0
5

9
2

3
6
2

1
0
0

4
1
2

1
3
0

3
3
8

1
1
9

３ ３３３
社

会
減

社
会

減
社

会
減

社
会

減
(
2
)
 

(
2
)
 

(
2
)
 

(
2
)
 
原

因
と

課
題

の
分

析
原

因
と

課
題

の
分

析
原

因
と

課
題

の
分

析
原

因
と

課
題

の
分

析
①

高
校

①
高

校
①

高
校

①
高

校
卒
業

後
の

卒
業

後
の

卒
業

後
の

卒
業

後
の

進
路

（
Ｈ

進
路

（
Ｈ

進
路

（
Ｈ

進
路

（
Ｈ

2
1

2
12
1

2
1
～ ～～～

2
5

2
52
5

2
5
推

移
）

推
移

）
推

移
）

推
移

）

女
子
学

生
の
方
が
、
大
学
等
へ
の
進
学
率
が
高
い
。
県
外
就
職
者
は
圧
倒
的
に
男
子
学
生
の
方
が
多
い
。

2
1
年
度

2
2
年
度

2
3
年
度

2
4
年
度

2
5
年
度

1
,
0
3
1
 

9
0
7

1
,
1
1
7

8
7
4

1
,
1
4
1

8
7
8

1
,
1
6
5

8
9
8

1
,
1
8
3

8
6
8

3
8
5
 

1
0
8

4
0
5

9
2

3
6
2

1
0
0

4
1
2

1
3
0

3
3
8

1
1
9

1
,
4
4
9
 

1
,
4
5
0

1
,
3
9
0

1
,
4
6
0

1
,
4
6
1

1
,
5
0
7

1
,
4
9
8

1
,
5
0
9

1
,
4
2
7

1
,
4
3
7

3
,
1
4
6
 

3
,
2
0
6

3
,
2
0
1

3
,
2
1
0

2
,
9
4
6

3
,
0
7
0

3
,
0
1
3

3
,
1
0
6

2
,
8
2
7

3
,
0
2
6

0

1
,
0
0
0

2
,
0
0
0

3
,
0
0
0

4
,
0
0
0

5
,
0
0
0

6
,
0
0
0

大
学
等
進
学
者
数

専
修
学
校
等
進
学
者
数

県
外
就
職
者
数

県
内
就
職
者
数

男
男

女
男

女
男

女
男

女

進
学
者

就
職
者

女

（
Ｈ
2
5
年
度
卒
業
者
の
状
況
男
女
計
）

大
学
等
進
学
率
：
5
2
.2
％

専
修
学
校
等
進
学
率
：
2
5
.5
％

就
職
率
：
2
2
.3
％

う
ち
県
外
就
職
率
：
1
8
.2
％

7



転
出
先

転
出
先

転
出
先

転
出
先

転
入

転
入
転
入

転
入
元 元元元

県
外
へ
の
就
職
者
数

順
位

都
道

府
県

人
数

（
人
）

う
ち
男
子

（
人
）

1
香
川

9
1

6
5

2
大
阪

8
9

5
5

3
東
京

5
7

4
5

4
広
島

4
8

3
6

5
愛
知

3
9

3
0

計
4
5
7

3
3
8

県
外
か
ら
の
就
職
者
数

順
位

都
道
府
県

人
数

（
人
）

う
ち
男
子

（
人
）

1
徳
島

2
6

2
2

2
高
知

2
1

1
8

3
香
川

1
9

1
6

4
熊
本

5
5

5
秋
田
・
広
島
・
山
口

3
3
（
秋
田
）

計
1
0
4

8
3

資
料
：
文
部
科
学
省
「
平
成
2
6
年
度
学
校
基
本
調
査
」

5
0
人
以
上

3
0
人
以
上
5
0
人
未
満

1
0
人
～
3
0
人
未
満

1
人
～
1
0
人
未
満

1
0
人
以
上

1
人
～
1
0
人
未
満

2
,0
5
1
人

8
1
.8
%

4
5
7
人

1
8
.2
%

県
内

就
職

者
数

県
外

就
職

者
数

県
内
の
高
校
卒
業
者
の
う
ち
約
８
割
が
県
内
企
業
へ
と
就
職
し
て
お
り
、
定

着
率
は
い
い
も
の
の
、
転
出
入
の
差
は
約
3
5
0
人
ほ
ど
転
出
超
過
。

転
出
者
は
香
川
が
一
番
多
い
が
、
都
市
部
へ
の
転
出
も
多
い
。

３ ３３３
社

会
減

社
会

減
社

会
減

社
会

減
(
2
)
 

(
2
)
 

(
2
)
 

(
2
)
 
原

因
と

課
題

の
分

析
原

因
と

課
題

の
分

析
原

因
と

課
題

の
分

析
原

因
と

課
題

の
分

析
②

高
卒

就
職

者
（

Ｈ
②

高
卒

就
職

者
（

Ｈ
②

高
卒

就
職

者
（

Ｈ
②

高
卒

就
職

者
（

Ｈ
2
5

2
52
5

2
5
年

度
卒

業
者

）
年

度
卒

業
者

）
年

度
卒

業
者

）
年

度
卒

業
者

）
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大
学
進
学
先
・
県
内
大
学
入
学
者
の
出
身
県
状
況
（
平
成

大
学
進
学
先
・
県
内
大
学
入
学
者
の
出
身
県
状
況
（
平
成

大
学
進
学
先
・
県
内
大
学
入
学
者
の
出
身
県
状
況
（
平
成

大
学
進
学
先
・
県
内
大
学
入
学
者
の
出
身
県
状
況
（
平
成
2
6
年
度
）

年
度
）

年
度
）

年
度
）

資
料
：
文
部
科
学
省
「
平
成
2
6
年
度
学
校
基
本
調
査
」

県
内
進
学
者

2
,6
6
6
人

（
3
8
.2
％
）

県
外
進
学
者

4
,3
1
6
人

（
6
1
.8
％
）

県
出
身
の
大
学
・

短
大
進
学
者

6
,9
8
2
人

県
内
の
大
学
・

短
大
へ
の
進
学
者

4
,3
3
9
人

県
外
か
ら
の
県
内

大
学
・
短
大
進
学
者

1
,6
7
3
人
（3
8
.6
％
）

大
学
等
進
学
に
よ
り
、

約
2
,6
5
0
人
の
若
年
者

が
減
少
し
て
い
る
。

県
内
大
学
等
の

受
け
入
れ
可
能
ラ
イ
ン

※
浪
人
生
等
が
含
ま
れ
る
た
め
、
p
.7
の
大
学

等
進
学
者
数
と
は
一
致
し
な
い

県
内
大
学
の
転
入
元

（
県
出
身
者
除
く
）

順 位
都
道

府
県

人
数

（
人
）

順 位
都
道

府
県

人
数
（
人
）

1
広
島

3
4
5

6
兵
庫

7
7

2
香
川

2
1
2

7
山
口

5
5

3
岡
山

1
6
7

8
大
阪

5
1

4
高
知

1
6
3

9
島
根

4
2

5
徳
島

1
0
3

1
0

鳥
取

3
1

転 転転転
出 出出出
先 先先先

転 転転転
入 入入入
元 元元元

1
0
0
人
以
上

5
0
人
～
1
0
0
人
未
満

2
0
人
～
5
0
人
未
満

1
人
～
2
0
人
未
満

※
流
入
本
も
同
様

３ ３３３
社

会
減

社
会

減
社

会
減

社
会

減
(
2
)
 

(
2
)
 

(
2
)
 

(
2
)
 
原

因
と

課
題

の
分

析
原

因
と

課
題

の
分

析
原

因
と

課
題

の
分

析
原

因
と

課
題

の
分

析
③

大
学

③
大

学
③

大
学

③
大

学
入
学

者
の

入
学

者
の

入
学

者
の

入
学

者
の

状
況

（
Ｈ

状
況

（
Ｈ

状
況

（
Ｈ

状
況

（
Ｈ

2
6

2
62
6

2
6
年

度
）

年
度

）
年

度
）

年
度

）

県
外
大
学
へ
の
進
学
先

（
県
内
大
学
進
学
者
除
く
）

順 位
都
道
府
県

人
数
（
人
）

順 位
都
道

府
県

人
数
（
人
）

1
広
島

5
1
0

6
京
都

2
9
6

2
大
阪

4
7
1

7
福
岡

2
0
4

3
東
京

4
2
9

8
徳
島

1
6
7

4
岡
山

4
1
1

9
香
川

1
4
6

5
兵
庫

3
4
3

1
0

高
知

1
3
9

大
学
進
学
時
に
は
山
陽
、
関
西
、
首
都
圏
へ
の
転
出
が
多
い
。

転
入
は
近
隣
か
ら
が
多
く
、
香
川
と
の
関
係
で
言
う
と
転
入
超
過
。

9



他
県
か

ら
の
流
入
が
多
い
。
就
職
期
で
は
、
県
外
出
身
者
は
自
分
の
出
身
地
に
戻
っ
て
い
く
か
関
東
・
関
西
へ
の
転
出
が
多
い
と
考
え
ら

れ
、
県
内

出
身
者
に
お
い
て
も
、
県
外
へ
就
職
す
る
人
も
多
い
。

大
学
卒
業
者
の
就
職
状
況
（

大
学
卒
業
者
の
就
職
状
況
（

大
学
卒
業
者
の
就
職
状
況
（

大
学
卒
業
者
の
就
職
状
況
（

平
成

平
成

平
成

平
成

2
5

2
52
5

2
5
年
度
）

年
度
）

年
度
）

年
度
）

※
院

卒
を

含
む

。

愛
媛

大
学

の
状

況
愛

媛
大

学
の

状
況

愛
媛

大
学

の
状

況
愛

媛
大

学
の

状
況

入
学
生

の
出

身
地

（
県
外
）

順
位

都
道

府
県

人
数

(人
)

1
広

島
3
21

2
岡

山
1
20

3
香

川
89

4
兵

庫
64

5
徳

島
59

県
内
出

身
8
19

入
学
者

計
1
,8

82

３ ３３３
社

会
減

社
会

減
社

会
減

社
会

減
(
2
)
 

(
2
)
 

(
2
)
 

(
2
)
 
原

因
と

課
題

の
分

析
原

因
と

課
題

の
分

析
原

因
と

課
題

の
分

析
原

因
と

課
題

の
分

析
④

大
学

卒
業

者
④

大
学

卒
業

者
④

大
学

卒
業

者
④

大
学

卒
業

者
の ののの

状
況

状
況

状
況

状
況

県
外

就
職

先

順
位

都
道

府
県

人
数

(人
)

1
中

国
地

区
2
68

2
関

東
地

区
2
58

3
近

畿
地

区
2
13

4
四

国
地

区
(愛

媛
除

く
)

1
29

5
九

州
地

区
49

大
学
入
学
生
の
出
身
地
状
況
（

大
学
入
学
生
の
出
身
地
状
況
（

大
学
入
学
生
の
出
身
地
状
況
（

大
学
入
学
生
の
出
身
地
状
況
（

平
成

平
成

平
成

平
成

2
6

2
62
6

2
6
年
度
）

年
度
）

年
度
）

年
度
）

資
料
：
愛
媛
大
学
Ｈ
Ｐ

県
内
就
職

6
3
1
人

3
8
.5
%

県
外
就
職

1
,0
0
9
人

6
1
.5
%

県
内
出
身

8
1
9
人

4
3
.5
%

県
外
出
身

1
,0
6
3
人

5
6
.5
%

資
料
：
文
部
科
学
省
「
平
成
2
6
年
度
学
校
基
本
調
査
」

1
0



〇
若
年
層
（
15
～
3
4
歳
）
を
中
心
と
し
た
県
外
へ
の
転
出
が
大
き
い
。

・
本
県
の
社
会
減
の
要
因
は
若
年
層
。
（
2
0
1
3年

の
転
出
状
況
：
県
全

体
3
,
1
4
8
人
、
若

年
層

3
,
4
2
1人

）
・
若
年
層
で
は
男
性
よ
り
女
性
が
多
く
転
出
。
（
2
0
1
3
年
：
男
性
よ
り
9
9
人

多
い

1
,7
6
1
人
が

県
外

へ
）

母
親
と
な
る
こ
と
が
最
も
期
待
さ
れ
る
若
年
世
代
の
女
性
の
転
出
は

、
本

県
の

将
来
人

口
に

も
悪

影
響
。

〇
大
都
市
圏
へ
の
転
出
だ
け
で
な
く
、
隣
の
香
川
県
に
も
転
出
。
（
本
県

の
社

会
減

の
う
ち

、
約

１
割

が
香
川

県
）

※
徳
島
県
、
高
知
県
か
ら
も
香
川
県
に
転
出
し
て
お
り
、
四
国
の
人

が
香

川
県

に
集
ま

っ
て

い
る

状
況

３ ３３３
社

会
減

社
会

減
社

会
減

社
会

減
(
3
)
 

(
3
)
 

(
3
)
 

(
3
)
 
今

後
の

対
策

の
方

向
性

今
後

の
対

策
の
方

向
性

今
後

の
対

策
の
方

向
性

今
後

の
対

策
の
方

向
性

～
現

状
か

ら
み

え
る

課
題
か

ら
検

討
～

～
現

状
か

ら
み

え
る

課
題
か

ら
検

討
～

～
現

状
か

ら
み

え
る

課
題
か

ら
検

討
～

～
現

状
か

ら
み

え
る

課
題
か

ら
検

討
～

本
県

の
社

会
減

の
特

性
本

県
の

社
会

減
の
特

性
本

県
の

社
会

減
の
特

性
本

県
の

社
会

減
の
特

性

☆
仕

事
を

つ
く
る

☆
仕

事
を

つ
く
る

☆
仕

事
を

つ
く
る

☆
仕

事
を

つ
く
る

・
企
業
誘

致
、

機
能
移
転

・
四

国
内
で
の

拠
点

性
の
向
上

・
地
域
産
業
の

活
性
化

・
女

性
が
仕
事

と
子

育
て
を
両

立
で

き
る
環
境
づ

く
り

☆
Ｕ

タ
ー

ン
対
策

の
強

化
☆

Ｕ
タ

ー
ン

対
策

の
強

化
☆

Ｕ
タ

ー
ン

対
策

の
強

化
☆

Ｕ
タ

ー
ン

対
策

の
強

化
・
県
外
進

学
者

の
地
元
就
職
の

支
援

強
化

・
県

外
転
出
者

へ
の

県
内
情
報
の

発
信

☆
移

住
対

策
の
強

化
☆

移
住

対
策

の
強

化
☆

移
住

対
策

の
強

化
☆

移
住

対
策

の
強

化
・
愛
媛
の

知
名

度
Ｕ
Ｐ

・
仕

事
、
住
ま

い
、

子
育
て
を

セ
ッ

ト
と
し
た
移

住
対

策
の
強

化

更
な

る
対
策

の
検

討
更

な
る

対
策

の
検

討
更

な
る

対
策

の
検

討
更

な
る

対
策

の
検

討
こ
れ
ま
で
様

々
な
取

組
み

は
さ
れ
て
い

る
も

の
の

、
現
状
の
打
開

に
ま
で

は
至

っ
て
い
な
い

。

本
県

の
社

会
減

を
少

し
で

も
食

い
止

め
、

本
県
の

活
性

化
を

目
指

す
！

本
県

の
社

会
減

を
少

し
で

も
食

い
止

め
、

本
県

の
活

性
化

を
目

指
す

！
本

県
の

社
会

減
を

少
し

で
も

食
い

止
め

、
本

県
の

活
性

化
を

目
指

す
！

本
県

の
社

会
減

を
少

し
で

も
食

い
止

め
、

本
県

の
活

性
化

を
目

指
す

！
1
1
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